
令和８年度第１回 市長と語ろう！うべ未来トーク（会議要旨） 

日 時 令和８年 6 月 29 日（月） 18 時 30 分 ～ 19 時 30 分 

場 所 西岐波ふれあいセンター 

出 席 者  篠﨑市長 

 東岐波地区代表者（２名） 

自治会連合会 会長  中野 雅利 

コミュニティ推進協議会 副会長  中野 和博 

 西岐波地区代表者（２名） 

自治会連合会 会長  藤髙 和久 

コミュニティ推進協議会 副会長  宮森 由香里 

 事務局（総合政策部広報広聴課 東岐波・西岐波ふれあいセンター、市民センター） 

懇談内容 ◎市長からの説明（約 20 分） 

◎意見交換 

 観光・地域資源の活用について、東岐波地区海岸沿いの景観が良いため、大型バスが通

行できるようにし、瀬戸内唯一の鳥居越しに朝日が見える初日の出スポットである三神

社を PR してはどうか。 

 道路交通法の改正に伴い混乱が生じているため、常盤地区から西岐波中学校へ自転車通

学する生徒の安全を確保してほしい。 

 「おでサポ」の利用できる場所は中心市街地が多く、西岐波からでは帰路に困る。 

 まちの中心の再開発を行ってほしい。 

 歩きたくなるまちづくりについて、市役所前はきれいになったが、歩いて行く目的地が

ない。 

 若い人も家賃が高くて困っているため、市営住宅に高齢者だけではなく、若い人も安く

住めるようにしてほしい。 

 子どもが病気の時に、少しの時間でも預かっていただける場所（病児保育）を増やして

ほしい。 

 「そらいろ」が連絡なく閉所となった。発達障害支援相談窓口の開設時間が 17 時まで

なので拡充してほしい。 

 バス乗車賃無償化の対象を高校生まで拡充してほしい。 

 丸尾駅までの拡幅工事について、長年進捗がないため、計画を廃止してはどうか。 

 篠﨑市長には、ピンポイントで大きな目玉の施策を示してほしい。 

 自治会未加入者は、ごみステーションや災害時の避難所利用も制限されるのか。 

 個人情報保護により、高齢者の施設入所情報が民生委員にも共有されない問題を解決し

てほしい。 

課 題 等   生徒の安全な自転車通学について、警察と相談しルールの検討や方向性を確認する。 

 発達障害支援相談窓口の開設時間拡充を検討する。 

 自治会加入率促進のため、自治会業務のスリム化と本当に必要なサービスを検討する。 

 


